
釜石市監査委員に提出された直接請求者からの事務監査請求書について

１.監査請求の要旨

　釜石市の事務とその機関の事務全般について、監査委員の職権の及ぶ範囲最大限の監査を

請求いたします。

　市民の納めた税金が予算の上に、行政を現わす形で一覧されていますが、それが、具体的執

行においてその通り再び市民に効果として還元されておるかどうか。予算と執行に不一致の点が

ないか、もしあるとすればその責任の所在、行使の適否を明白にしていただきたいのであります、

　例えば４億４千万円の赤字の問題にしても予算と執行に甚しい差異を表わすものの一つと考え

られるのであります。

　自主再建方式をとりながら、赤字防止対策の効果がなかったことを非常に不審に思うのでありま

す。

　当然、この赤字操作のかげにぎせいとなった施策も少なくないのではないかと推察されますし、

４億４千万円の赤字は一般市政の運営を甚しく阻害していることは全く否めない事実であります。

　殊にも教育、保健衛生都市計画等に対する予算のしわよせが強く感じられるのであります。

　すべてのＰＴＡは公費負担の全廃運動を毎年続け、その解決方を当局に強く要請し、又議会に

於いても種々論議されておりながら、依然として進展せず逆に年々増加する傾向にあることは、市

民大多数のＰＴＡ会員の要望と期待をふみにじつたものであり、３９年度の如きは小、中学校の消

耗品費の実行予算が３７年度の半額にしぼられておる事実から考察して、公平で民主的な市政、

税の正しい使い方とは受とり難い一例であります。一時借入金の問題にしても議決の時期、金額

と条件之に対する実際の借入時期、金額と条件に返済時期と元金利息等についても市民の納め

た税金を使用するに当つて常に市民の福祉増進を念頭におき最小の経費で最大の効果を挙げ

ることに真剣な努力が払われたか創意工夫が為されたか、市民の陳情請願がどのように織り込ま

れたか、組織とその運営が合理的に為されたか、市の人員は市民に対して温かい思いやり親切

な奉仕を尽くしているか、執務態度はどうかを詳しく承知したいのであります。

　陳情請願は市民参政の一手段として法で認められているのですから今までの陳情請願事項に

ついて執行の面でどのように解決されたか、未解決問題に対する措置模様を特に詳細な監査を

期待します。

　以上市政全般に亘ってその執行状況を詳細に知ると共に責任の所在を明白にし、行政の適否

をはっきり承知致したいのであります。

２.請求代表者

住　　所 職　業 氏　　名 　印　

釜石市唐丹町字小白浜５２９ 漁　業 小野寺　孟　夫 ○

釜石市大只越町１-１４-１ 商　業 藤　倉　源之助 ○

釜石市浜町２～２１ 漁　業 佐々木　鶴　蔵 ○

釜石市浜町２～７０ 漁　業 菊　池　重太郎 ○

釜石市浜町 漁　業 平　野　秀　夫 ○

釜石市緑町 商　業 米　城　信　雄 ○

釜石市大町１～５７ 商　業 千　葉　弥　吉 ○

釜石市東前町 商　業 菊　池　茂　明 ○

釜石市緑町 商　業 須　知　秀　夫 ○



　右地方自治法第７５条第１項の規定により監査を請求を致します。

　　昭和３９年４月２３日

釜石市監査委員殿


